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はじめに

最近、自分のパソコンにアーモンド（巴旦杏）の花の画像をダウンロードしようと、無料素
材を検索していました。私は美しいアーモンドの花ばかりに気を取られていたのですが、ふと
エレミヤ書にはアーモンドについて何と書いてあったかと聖書を開いてみました。そこから探
求が始まり、まだその途中となりますが本日は「霊とまこと」をもって主におささげしたいと
思います。
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【エレミヤ書1章11～12節】
11 主のことばが私にあった（ハーヤー:הָיָה）。「エレミヤ、あなたは何を見ているのか。」私
は言った。「アーモンドの枝（マッケール シャーケード: מַקֵּל שָׁקֵד）を見ています。」
12 すると主は私に言われた。「あなたの見たとおりだ。わたしは、わたしのことばを実現しよう
と見張っている（シャーカド:שָׁקַד）。」

※「アーモンド」の「シャーケード: שָׁקֵד   」と「見張る」の「シャーカド:שָׁקַד」が掛詞。

私は美しいアーモンドの花ばかりに気をとられていましたが、主のことばが預言者エレミヤに
あった（ハーヤー:הָיָה）のは「何を見ているのか。」という問いです。そのエレミヤの答えが
「アーモンドの枝（マッケール シャーケード: שָׁקֵד מַקֵּל  ）を見ています。」でした。ここでは
「アーモンドの木から伸びる枝」とも「もうすぐ花が咲き、実を結ぶ枝」とは記されていません。
ここでの「枝」の「マッケール:מַקֵּל」とはどういう「枝」なのでしょうか。
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１．マッケール:מַקֵּל

ヘブル語大辞典で「מַקֵּל」を調べると「小枝、杖、若枝、笏、やり（＋יָד＝手）」という語彙です。
「木の枝」とも言えますし、「杖、やり」といった道具でもあります。

●杖（道具）の「מַקֵּל」

、の初出箇所は創世記30章37節で「ヤコブは、（原文:新鮮な緑の木である）ポプラや「מַקֵּל」
アーモンドや、すずかけの木の若枝（מַקֵּל）を取り（※ラーカハ:לָקַח）、それらの白い筋の皮
を剝いで、若枝の白いところをむき出しにし、」です。ヤコブはこれらの若枝（מַקֵּל）を道具とし
て取り（ラーカハ:לָקַח）ラバンの残りのヤギの群れを見事に交尾させて多くの富を得ました（創
30章）。※の「לָקַח」は神が人をエデンの園に連れて来て「לָקַח」、祭司として耕させ、守らせ
た（創2:15）とあり、人が祭司の働きを始めたことを示唆する重要な語彙です。ここではヤコブに
木の若枝（מַקֵּל）を取らせ（לָקַח）たことは、ヤコブが神の知恵を得たことがわかります。
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●「切り離された枝」の「מַקֵּל」

エレミヤが見ていた「枝」は木から伸びた枝を見ていたのではなく木の本体から「切り離された
枝」を見ていたのです。

エレミヤ書1章10～11節はじめ
10 見なさい。わたしは今日、あなたを諸国の民と王国の上に任命する。引き抜き、引き倒し、滅
ぼし、壊し、建て、また植えるために。」
11 （そして:「 ו  」ヴァーヴ）主のことばが私にあった（ハーヤー: 。（ הָיָה 

原文のヘブル語には11節の冒頭に接続詞「ヴァーヴ:ו」があるので前節から継続した事柄となり
ます。ですからエレミヤが見ていた枝は「引き抜き、引き倒し、滅ぼし、壊し、建て、また植える
ため」に本体の木である神から「切り離された枝」を見ていたということになります。
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この時代はイスラエルの民がバビロン捕囚され、のちに世界離散するという「切り離された枝」の
ようでした。枝が切り離されると本体の幹（木）からの養分や水といった「いのちの源」が途絶え、
やがて枯れて（死んで）しまいますが、手を施すことで「杖」や「棒」といった道具として用いら
れます。ですから、枯れた、死んだような枝は神の手によって「再創造」され、さらに神が主体と
なって用いられる道具として、神のご計画、目的のための役割を与えられます。それはやがて時が
来て「わたしは、わたしのことばを実現しようと見張っている（シャーカド:שָׁקַד）。」（エレミ
ヤ1:12）ことからわかります。
「主のことばが、私にあった。」（11節）の「あった」「ハーヤー:הָיָה」は「神がことを起こし、
成し、ある」ことです。（創1章「光があった（הָיָה）」、「夕があり（הָיָה）、朝があった
ですから「わたしのことばを実現しようと」これから「ことを起こそう」と見張って（「（הָיָה）
いる神と同じところ（計画、御心、目的）をエレミヤは見ていたことがわかります。
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エルサレム陥落、バビロン捕囚という混乱の最中、エレミヤ自身が「若くて、どう語ってよいか分
からない」（エレミヤ1:6）者でした。しかし神は彼を母の胎内に造る前から知り、聖別し、国々
の預言者と定めていたのです（同1:4～8節）。「定めていた」とは「ヤーツァル: で「神が「יָצַר
予め定めていた事柄であった」という意味で、神の歴史においては揺るがない神の決定事項とも言
えます。
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2．神の決定事項 計画、目的、御心を見るために

●「アーモンドの枝の杖（מַקֵּל）」

神は旧約時代に様々な祭司、預言者、または王を通してイスラエルを何とか取り戻そうと、立ち返
らせようと試みました。それはエデンの園で「最初の人アダム」が善悪の知識の木から取って
（ לָקַח   ）食べたために「死」が入り、人と神との間に断絶が起こったので、「はじめ」へ再創造
しようと「わたしは彼ら（イスラエル）のただ中に住む」（出25:8）「インマヌエル: עִמðָּוּאֵל   」
を実現するためでした。
神はモーセの時代にも「アーモンドの枝」で祭司たちを試みられます（民数記17章）。主はモーセ
に告げられました。部族ごとに各自の名を書き記した杖（マッケール:מַקֵּל）を1本ずつ取り、あ
かしの天幕の中に置き、「わたしが選ぶ人の杖は芽を出す。」（民17:5）ということでした。
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その杖がアーモンドだと分かるのは8節です。
「その翌日、モーセはあかしの天幕に入って行った。すると見よ。レビの家のためのアロンの
杖が芽を出し、つぼみをつけ、花を咲かせて、アーモンドの実を結んでいた。」そして、アロ
ンの杖が選ばれたことを神は「イスラエルの子らがあなたがたに向かって言い立てている不平
を、わたし自身から遠ざけ、鎮める。」（民17:5）ためであり、「彼らが死ぬことがないよう
にするため」（民17:10）でした。
ところが、選ばれなかったほかの部族⾧たちはこのことについて、「ああ、われわれは死んで
しまう。われわれは滅びる。全員が滅びるのだ。」（民17:12～13）とし、神の言わんとした
ことを理解できず、齟齬が生じてしまいました。なぜなら彼らにはまだ霊で悟ることができな
かったからです。これは善悪の知識の木から取って（ לָקַח   ）食べた結果が招いた象徴するでき
ごとのひとつです。
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神は「昔おられ、今もおられ、やがて来られる方。」（黙示録4:8）つまり「常におられる
方」なのですが、「神は霊」（ヨハネ4:24）ですから、人の霊が機能不全を起こしたことに
よって、人の側から見れば「ご自分を隠す神」（イザヤ45:15）となりました。
しかし神のあわれみにより御子が人となり受肉し、死んで復活し、天にご自身を献げられ（秘
密の昇天）、40日間顕現し、昇天・着座されたことにより、まずは弟子たちに「いのちを与え
る霊」（＝「真理の御霊」「もう一人の助け主」「聖霊」）が与えられました。それは「最初
の人」アダムからの「再創造」が「第二のアダム」であるイェシュアによって踏みなおされ、
取り込まれ、イェシュアの中に入ってきたすべての者たち、つまりすべての信じる者たちには
御霊によって隠された奥義が啓示されるようになりました。
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3．ぶどうの木とその枝（クレーマ:klh/ma）

ですから「もう一人の助け主」である聖霊の助けにより、霊によって神の計画、御心、目的を
常に探し求め続けなければそれらを見出すことはできません。それゆえイェシュアはご自身の
中にとどまることを命じておられます（ヨハネ福音書15:4）。

●「まことのぶどうの木」と「農夫」

「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫です。」（ヨハネ15:1）これはイェシュ
アが弟子たちに言ったことばですが、なぜわざわざ「まことのぶどうの木」と言われたので
しょうか。それは、偽りのぶどうの木があるのでしょうか。またなぜ御父は「農夫」なので
しょうか。
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●ぶどうの枝「クレーマ:klh/ma」

その前に「ぶどうの枝」について触れたいと思います。
「ぶどうの枝」はギリシア語で「クレーマ:klh/ma」です。それは、幹（本体）につながって
いなければ枯れてしまう、寄生・付随するという依存のニュアンスがあります。
それは「わたし」であるイェシュアに※「とどまって（メノー: me,nw）いなければ実を結ぶこ
とができない」（ヨハネ15:2､4､5）、「わたしを離れては、あなたがたは何もすることがで
きないのです。」（ヨハネ15:5）。
※「とどまる メノー: me,nw」ことはヘブル語の「結びつく、くっつく: ダーヴァク と「דָּבַק
同義ととらえらえ、本体のイェシュアである「ぶどうの木」につながっていなければ、人であ
る「ぶどうの枝」「クレーマ:klh/ma」は枯れてしまう、つまり「いのちの源泉」が枯渇して
しまうということです。
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● 「とどまる（メノー: me,nw）」こと

使徒パウロはキリストの中に「とどまる :メノー me,nw」ことを、オリーブの木と枝で語って
います（ローマ11:17～24）。「折られた枝」（不信仰なユダヤ人）、「接ぎ木された枝」
（異邦人信者）、「自然な枝」（メシアニック・ジュー）、「折られたが再び接ぎ木される
枝」（イスラエルの残りの者）、これらの枝について「神のいつくしみの中にとどまっていれ
ば（エピメノー evpime,nw 続けてやめない、とどまる＝結びつく: ダーヴァク דָּבַק  )」なら成
⾧し、建て上げられていきます。

【エペソ人への手紙4章16節】
キリストによって、からだ全体は、あらゆる節々を支えとして組み合わされ、つなぎ合わされ、
それぞれの部分がその分に応じて働くことにより成⾧して、愛のうちに建てられることになり
ます。
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●ぶどうの枝（つる）「サーリーグ:שָׂרִיג」

「クレーマklh/ma」は新約聖書ではヨハネの福音書15章で4回（2､4､5､6節）のみ使われていて、
旧約聖書の中にも同じ「ぶどうの枝（つる）:サーリーグשָׂרִיג」が3回登場します。（創世記2
回、ヨエル書1回）今回は創世記から見てみました。

【初出箇所:創世記 40章10節、12節】
10そのぶどうの木には三本のつる（שָׂרִיג）があった。それは、芽を出すと、すぐ花が咲き、
房が熟してぶどうの実になった。12 ヨセフは彼に言った。「その解き明かしはこうです。三本
のつる（שָׂרִיג）とは三日のことです。

ヨセフがファラオによって監獄に投獄されていたときに献酌官⾧と料理官⾧が過ち（＝罪ハッ
ターחַטָּא）を犯し（40:1）拘留されたときに見た夢をヨセフが解き明かしました。献酌官⾧の
見た夢は（イスラエルを表象する）ぶどうの木（単数）から出る三本のつるです。「三」とい
う数は「三日」で死から復活したイェシュア、「三一の神」といった神の完全を表す数です。
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さらに三本のつるからは芽が出て、すぐに花が咲いて、ぶどうが熟したことからも、この献酌
官⾧の解放が夢をみたときから三日という短い日のうちに訪れたという預言的な夢でした。

ちなみに料理官⾧は「頭の上に※枝編のかごが三つある」夢を見て、三日のうちにファラオに
呼び出されて木につるされてしまいました。
※「枝編のかご」＝枝編細工、すかし細工の「ホーリー:חֹרִי」（白いパンの意味もあり）。動詞の「白くする（なる）、

青ざめる／ハーヴァル:חָוַר」から派生した名詞です。料理官⾧の見た夢は「青ざめる夢」だったと言えます。

この二人がどのような罪（ハッター חַטָּא）を犯したのか分かりませんが、ヨセフは実に
「（夢の）解き明かしは、神のなさること」（創40:8）に従い、神のさばき（ミシュパート
⾧を夢で解き明かしたのです。ヨセフを前に（神を信じて）自分の夢を話した献酌官（מִשְׁפָּט 
と、「解き明かしが良かったのを見て」（半信半疑だった）料理官⾧は、悔い改めて救われる
「イスラエルの残りの者」とそうでない者の「神のさばき」を予感させるものでした。
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●ぶどう畑にできた「酸いぶどう」

名詞「ぶどうの木（つる）サーリーグ:שָׂרִיג」は動詞の「サーラグ: から派生した語彙「שָׂרַג
で「からみ合わされる、編み合わされる」や「からみつく」です。
ですから、動詞の語彙の意味から「ぶどうの枝」は「からみ合って、編み合わされるように」
伸びる枝なのでそれらを管理する農夫が必要なことがわかります。

預言者イザヤは幻の中でユダとエルサレムを「ぶどう畑」にたとえて歌っています。
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【イザヤ書5章1～2節】
1「さあ、わたし（イザヤ）は歌おう。わが愛する者（同7節:万軍の主）のために。そのぶど
う畑（ユダとエルサレム＝神の民イスラエル）についての、わが愛の歌を。わが愛する者は、
よく肥えた山腹にぶどう畑を持っていた。
2 彼はそこを掘り起こして、石を除き、そこに良いぶどう（ソーレーク: שֹׂרֵק／単数）を植え、
その中にやぐら（ミグダール: מִגְדָּל）を立て（バーナー: הðָָּב）、その中にぶどうの踏み場ま
で掘り、ぶどうがなるのを心待ちにしていた。ところが、酸いぶどう（「＝悪臭を放つぶど
う」ベウーシィーム: בְּאוּשִׁים／複数形）ができてしまった。

ここでは「そのぶどう畑」にたとえられたイスラエルを再建（ בðָָּה   ）しようと彼らの所有者
「万軍の主」は「良いぶどう」を植えてよく世話をし収穫を期待しましたが、数々の「酸いぶ
どう」ができてしまいます。それはまるで「良いぶどう」を植えても「まことのぶどうの木」
であるイェシュアの御霊の内にとどまって（メノー: me,nw）、農夫の刈り込み（＝原文「きよ
くする」／ヨハネ15:2）がなければ、実を結ぶことはできず荒れすたれてしまうことを告げて
いるかのように思えます。
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このように神は旧約時代のイスラエルに「すでに」預言者を通して、ぶどう全体（枝、実、
畑）を彼らの型とし神が「見張っている（シャーカド:שָׁקַד）」ところを民も見るように願っ
ていましたが「いまだ」彼らは霊で悟ることができません。また彼らより先に霊で悟ることを
エックレーシア（教会）に与えられましたが、それでもなお「まことのぶどうの木」（御子の
内）にとどまり「農夫」（御父）による霊の「きよめ」がなされなければ「御国の福音」につ
いて探り求め、知り、悟り、語り出す（プレーローとピンプレーミーが不可欠ですが）ことが
できません。あるいはできるようにしてくださるということが起こりません。

４．新しい契約の啓示

エレミヤが最初に「アーモンドの枝」で神が「見張っている」ところを見ましたが（エレミヤ
書1章）、あとの31章ではそのことが「新しい契約」として啓示されました。
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【エレミヤ書31章26～34節】
26 ここで、私は目覚めて、見回した。私の眠りは心地よかった。
27 「見よ、その時代（ヒンネー ヤーミーム:הִנֵּה יָמִים）が来る──主のことば──。
そのとき、わたしはイスラエルの家とユダの家に、人の種と家畜の種を蒔く。
28 かつてわたしが、引き抜き、打ち倒し、打ち壊し、滅ぼし、わざわいを下そうと彼らを見
張っていた（シャーカド:שָׁקַד）ように、今度は、彼らを建て直し、また植えるために見張る
（シャーカド:שָׁקַד）──主のことば──。
29 その日（＝それらの日々）には、彼らはもはや、『父が酸いぶどうを食べると、子どもの歯
が浮く』とは言わない。
30 人はそれぞれ自分の咎のゆえに死ぬ。だれでも、酸いぶどうを食べる者は歯が浮くのだ。
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31 見よ、その時代（הִנֵּה יָמִים）が来る──主のことば──。そのとき、わたしはイスラエル
の家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ。
32 その契約は、わたしが彼らの先祖の手を取って、エジプトの地から導き出した日に、彼らと
結んだ契約のようではない。わたしは彼らの主であったのに、彼らはわたしの契約を破った
──主のことば──。
33 これらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうである──主のことば──。
わたしは、わたしの律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。わたしは彼らの
神となり、彼らはわたしの民となる。
34 彼らはもはや、それぞれ隣人に、あるいはそれぞれ兄弟に、『主を知れ』と言って教えるこ
とはない。彼らがみな、身分の低い者から高い者まで、わたしを知るようになるからだ──主
のことば──。わたしが彼らの不義を赦し、もはや彼らの罪を思い起こさないからだ。」
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「新しい契約」については、33節に記された通り「わたしの律法（トーラー＝みことば＝イェ
シュア）を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。わたしは彼らの神となり、彼ら
はわたしの民となる。」です。これはまさに神の⾧年の悲願である「神と人が共に住む」こと
を指しています。教会においては「すでに」イェシュアによって人の霊の中で実現しています
が、その完成は「いまだ」成されていません。それは「携挙」（空中再臨）によって「救い」
が完成されたあと地上再臨によって完全に成就します。千年王国では大勢の神の民たち、王な
る祭司たちが集います（エックレーシア、イスラエルの残りの者、旧約の聖徒たち、大患難時
代に殉教した異邦人、最も小さい者たち、イスラエルを攻めてきた生き残りの者たち）。御国
は「喜びの極み」であふれています。ここに「御国の福音」があります。これが真の救いの希
望です。
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５．預言的「若枝 ツェマハ:צֶמַח」王なるイェシュア

また「若枝」をイェシュアの型として聖書では預言しています。イザヤ書11章1～2節「エッサ
イの根株（ゲーザ:גֵּזַע）から新芽（ホーテル:חֹטֶר）が生え、その根から若枝（ネーツェル:
ðֵ）が出て実を結ぶ。」（1節）「根株」とは「家系の象徴」です。つまりエッサイの家系かצֶר
ら初臨するイェシュアを預言しています。またナザレ「ナーツラット:צְרַתðָ」の語源が「若
枝」の「ネーツェル: צֶרðֵ」です。ですから「ナザレから何か良いものが出るだろうか。」（ヨ
ハネ１:46）と言われるほど当てにならない小さな出所から「救い主イェシュア」が生まれまし
た。幕屋の純金の燭台（アーモンドの花の形をした節と花弁とがく）に灯された火が前を照ら
すように（出25:31～36）「七つの霊」（主の霊、知恵の霊、悟りの霊、思慮の霊、力の霊、
主を恐れる霊、知識の霊）（2節）を宿して地上に来られました。初臨のイェシュアの預言は成
就しましたが、再臨（地上再臨）する「王なる」イェシュアの預言はまだ成就していません。
その到来の預言においては「ツェマハ: צֶמַח   」という「若枝」が型になっています。
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【エレミヤ書23章5～6節】
5 見よ、その時代（ヒンネー ヤーミーム:הִנֵּה יָמִים）が来る。──主のことば──そのとき、
わたしはダビデに一つの正しい若枝（ツェマハ:צֶמַח）を起こす。彼は王となって治め、栄え
て、この地に公正（ミシュパート: מִשְׁפָּט   ）と義（ツェダーカー: צְדָקָה   ）を行う。
6 彼の時代にユダは救われ、イスラエルは安らかに住む。『主は私たちの義』。それが、彼の
呼ばれる名である。

【エレミヤ書33章15節】
その日、その時、わたしはダビデのために義の若枝（ツェマハ:צֶמַח）を芽生えさせる。彼は
この地に公正（ミシュパート: :と義（ツェダーカー（ מִשְׁפָּט  צְדָקָה   ）を行う。

「ダビデに」、「ダビデのために」とありますが、ダビデは「イスラエルの王」でした。また
「公正と義を行う」とは単に善し悪しでさばいたりするというよりも、人の目や耳によらず
「真理に基づいて神のさばきが下されること」（ローマ2:2）の概念です。ですから「正しい若
枝 צֶמַח」であり「義の若枝 צֶמַח」としての王なるイェシュアを起こそうと、神は「見張っ
て」おられるのです。またイザヤ書の中にもこのような記述があります。
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【イザヤ書4章2～6節】
2 その日、主の若枝（ツェマハ:צֶמַח）は麗しいものとなり、栄光となる。地の果実はイスラ
エルの逃れの者にとって、誇りとなり、輝きとなる。
3 シオンに残された者、エルサレムに残った者は、聖なる者と呼ばれるようになる。みなエル
サレムに生きる者として書き記されている。

下線は「イスラエルの残りの者」を指していいますが、彼らが「恵みと嘆願の霊」を注がれ
「聖なる者と呼ばれるようになる」日に王なる主の若枝（ツェマハ:צֶמַח）が地に起こされま
す。ここでは主が天から入って来るという描写はありませんが、「イスラエルの残りの者」を
「地の果実」にたとえられています。つまりイェシュアは今は天の父の右の座に着座されてい
ますが、やがてこの「地」に御国を到来させ、その御国の王として来られる方だとわかります。
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【イザヤ書4章2～6節】
4 主が、さばき（ミシュパートמִשְׁפָּטとツェダーカーצְדָקָה）の霊と焼き尽くす霊によって、
シオンの娘たちの汚れを洗い落とし、エルサレムの血をその町の中から洗い流すとき、
5 主は、シオン（エルサレムの雅名）の山のすべての場所とその会合の上に、昼には雲を、夜
には煙と燃え立つ火の輝きを創造される。それはすべての栄光の上に覆いとなり、
6 その仮庵は昼に暑さを避ける陰（＝隠れ場としての陰 ツェール: צֵל   ）となり、嵐と雨から逃
れる避け所、また隠れ家（密かな所）となる。

「さばき」は「公正と義」（ミシュパートמִשְׁפָּטとツェダーカーצְדָקָה）と考えれられます。
吹き荒れる息吹のように神の「さばき」が成されます。そのとき「イスラエルの残りの者」を
シオンの山のすべての場所とその会合であるエルサレムのすべての栄光の上に覆いとなり、昼
も夜も区別なく「いと高き方の隠れ場（密かな所）に住み、全能者の（隠れ場としての）陰に
宿る」（詩91:１）という「神と人が共に住む」ことが実現していきます。
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おわりに

神が「見張っている」同じところを見るためには霊によらなければなりません。イェシュアの
話してきたみことばは霊であり、またいのちです（ヨハネ6:63）。「まことのぶどうの木」で
あるイェシュアの中に入って行き、結びつき、とどまることで神の悲願である「神と人が共に
住む」ところ、神の国（千年王国・メシア王国）最終的には「新しいエルサレム」の到来を
「ひとつエハード:אֶחָד」なる御父と御子（ヨハネ10:30）は見張っておられます。私たちも
「あなたは何を見ているのか。」という神の問いに答えていきたいものです。

最後に「喜びの極み」である千年王国を歌った詩篇のひとつ、詩篇118編から一部ですが、1～
4節、29節を朗読して終わります。これはやがて御国がこの地に下りてきて（地上再臨）、王
なるイェシュアを迎え入れる喜びの歌です（ACより）。「広やかな地メルハーヴ:מֶרְחָב」へ
導かれた（詩118:5）風景はどれほどよいものでしょうか。
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【詩篇118編1～4節、29節】
1 主に感謝せよ。主はまことにいつくしみ深い。その恵みはとこしえまで。

2 さあイスラエルよ言え。「主の恵みはとこしえまで。」

3 さあアロンの家よ言え。「主の恵みはとこしえまで。」

4 さあ主を恐れる者たちよ言え。「主の恵みはとこしえまで。」

29 主に感謝せよ。主はまことにいつくしみ深い。その恵みはとこしえまで。

完


